
３月１日(土) 第16回 共和会研究発表会を開催します。
詳細が決まりしだい当法人HP等でお知らせします。

お 知 ら せ

てんてん祭りのステージは、昨年と位置
が変わりまた違った雰囲気での開催となり
ました！
オープニングを飾ったのは当院の会長や他

病院の職員の方のバンド演奏です。
昨年もご参加下さった大府南中学校吹奏楽

部の皆さんの演奏は昨年よりパワーアップし
ており、圧巻の演奏でした。クラウンチョク
さんのバルーンショーは、一緒に踊ったり
歌ったり子供たちに大人気でした。ドッグダ
ンスは２匹のわんちゃんがこの日のために練
習したトリックを披露してくれました。当院
に入院されている患者様のピアノ演奏は、こ
の日の為に半年間練習をして下さったとのこ
とで、どこか余裕も見られる程の完成度でし
た。当院職員によるバンド演奏やブレイクダ
ンスは、普段とは又違う一面を垣間見ること
が出来ました。築地 VOW＆JS によるゴスペ

特定医療法人共和会
理事長 山本 直彦

大賑わいのステージ

ルコーラスは、ステージに引き込まれる様な MC で会場が釘付けとなっている
なかで、有名な曲からゴスペルの本場の曲を聴くことが出来ました。民舞研究
「舞」の皆様の越中おわら節と三線の演奏は皆さんと円になって踊り、日本の伝
統文化に触れることが出来ました。
最後は当院の職員とダンス仲間たちによるダンスバトル！手に汗握る大迫力

のダンスで、観客の皆さんの視線を一身に集めていました。　今回のステージも、
たくさんの方にご協力を頂くことが出来ました。この場を借りてお礼申し上げ
ます。

てんてん祭り実行委員　ステージ担当　坂治良樹

謹賀新年
～10年の振り返りと2025年問題～

新年、明けましておめでとうございます。
2015年４月に理事長に就任し、今年３月でちょうど
10年が経ちます。この10年を振り返ると、先ず第１に、
共和会60周年記念事業として新病棟が完成されたこと
であります。就任当初からボトムアップ型の運営を心
がけていましたので職員参加型の建築委員会を設置し
て、現場の声を聞き取りながら将来の病院のあり方を
議論し、国の改定に適応できるようにフレキシブルな
設計の下、関係者の皆さんのお陰で５年後の2020年
に完成と相成りました。この間、建築費の関係から規
模を縮小する案もありましたが、2020年に予定されて
いた東京オリンピック開催後に起きる建築資材や人件
費の高騰が予想されたため、計画通り進めていきまし
た。昨今では異常なまでの建築費の高騰により病院の
増改築がままならない状況を考えると予定通り進めて
良かったと思っています。また、病院前に広く駐車場
が出来た事で巡回バスの乗り入れが可能となりました。
第２に、国の方針として精神科病院の病床削減が叫
ばれる中で、当初から精神科領域における地域包括シ
ステムの構築が必須と考え、その手始めとして精神科
訪問看護ステーションの開設を推し進めました。現在
は５事業所にまで展開し、地域医療に大きな貢献をし
てくれています。

第３は、何と言っても新型コロナウイルスの到来で
した。図らずも院長を兼任していましたので、感染拡
大防止としての病棟閉鎖と病院経営との狭間で苦慮し、
流行当初、入院患者さんの中でコロナの感染の疑いが
みられた時は眠れない夜を明かした事を今でも忘れら
れません。一方で、感染蔓延時、身を挺して感染者の
ケアにあたり、感染対策に奮闘してくれた職員には心
より敬意と感謝を致したいと思います。
さて、問題は今後の10年ですが、昨年は診療報酬、
介護報酬などの改定がなされ、団塊の世代が全て75
歳以上となる2025年問題に向けた地域医療構想や医
療計画とともに、働き方改革や人材不足が重なり、特
に民間医療機関においては経営の危機とまで言われて
います。今後、さらに高齢化と人口減少が進み、2040
年には65歳以上の人口が全体の約35％になると推計
されており、雇用対策として最近では定年制を廃止し
たり、働ける高齢者を新規に採用する会社も増えてき
ています。今後はICTの活用やDXを屈指しながら、高
齢化や人口減少に対する柔軟な雇用対策と既成概念に
とらわれない医療経営が今後に課せられた重要な課題
と思われます。
引き続き、皆様方のご支援を賜りますようよろしくお
願いします。
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新年明けましておめでとうございます。
昨今、物価高騰のニュースばかりなので、今年の中
誌面は、風水ラッキーカラーの中から「金運アップ」
のラベンダーを選びました。今年はへび年。

ラベンダー色のお財布にへびの抜け殻を入れて、金運
アップを願ってみてはいかがでしょうか。しかしなが
ら、へびの抜け殻って一体どこにあるのでしょうね・・・

広報委員会　水谷

2024年11月19日（土）に 共

和病院地域医療フォーラムを

開催しました。このフォーラ

ムは『地域の保健・福祉・医

療関係者の交流及び情報交換

の場を作りたい』という想い

で1998年から始まり、今年で

25回目を迎えました。当院で

は以前より多職種によるリカ

バリー活動に力を入れており、

今年度は「リカバリーと表現

活動」をテーマに、当院の取

り組みについてお伝えするこ

ととなりました。

第１部では、横浜市立大学

医学部看護学科精神看護学　

講師　藤澤希美　様をお迎え

し「リカバリーと表現活動」

について、リカバリーの成り

立ちや看護師としての臨床経

験をお話しいただきました。

第２部では「リカバリーと表

現活動」について院内外の方

に実際の取組みについて発表

していただきました。

発表の中で当事者様のご厚

意により写真や動画を使用さ

せていただく事ができ、活動

中のご様子、表情等がより伝

わりやすかったのではないか

と思います。また、フォーラ

ム会場に作品を展示したこと

により、実際に目で作品に触

れることができ充実した

フォーラムになったかと思い

ます。

最後に共和病院地域医療

フォーラムにご参加いただいた

方、開催にご尽力いただいたす

べての方に感謝申し上げます。

ありがとうございました。

地域医療フォーラム実行委員長

中村裕介

第25回　共和病院 地域医療フォーラムを開催して

パネリスト 阪野圭亮様（大府市 福祉部 高齢障がい支援課 障がい福祉係　係長）

林　正実様（大府市産業振興アドバイザー/プロジェクト・ヴィーノ　代表）

平澤町子様（デイケアセンター フリージア　利用者）

丹羽俊樹（共和病院 看護師）、古橋雅美（共和病院 作業療法士）

座長　濱田久美子（共和病院 看護部 次長）

講師　藤澤希美 様（横浜市立大学医学部看護学科精神看護学　講師）

プログラム

第１部　講演　「リカバリーと表現活動」

第２部　「実践報告/パネルディスカッション」

丹羽俊樹 古橋雅美

第２部パネルディスカッションの様子

たくさんの作品を展示させていただきました

林正実様 平澤町子様

藤澤希美様 阪野圭亮様

にて声かけをしている中、購入したお子さんも声をだ
して呼びかけていたりと微笑ましい光景もあり、多く
の方々がご協力をしてくださいました。
当日は本当に多くの方々がご参加くださいました。
ありがとうございました。

てんてん祭り実行委員　イベント担当
楢﨑龍

今回の飲食販売やイベントの出店は、関連施設、外
部からも含め、24 店舗となりました。
会場内では焼きそば、揚げパン、みたらし団子、大

学芋、ジュースなどなど幅広い飲食店や、スーパーボー
ルすくい、魚釣り、お菓子すくいなどゲームも企画さ
れ皆さん楽しまれていました。関連施設、外部からも
ラーメン、枝豆、クッキー、パンなどの飲食店や、小
物販売、バザー、デイケアの宣伝、患者様のアート作
品展示など多様な企画が並びました。
大人から子供まで多くの方々が共和病院に来院して

くださり、笑顔で楽しんでくださる姿がとても印象深
かったです。
また、今年は病院内にて「愛知こどもホスピスプロ

ジェクトを応援する会・おおぶ」より、レモネードス
タンドが出店されました。店舗のスタッフが外の会場
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2024年10月20日　第13回共和病院文化祭「てんて
ん祭り」を開催しました。
昨年７年ぶりに復活し大盛況でしたが、今回は初の
日曜日開催とさせて頂きました。
前日の豪雨はどこへやら…当日は天候に恵まれ無事
開催ができました。
日曜日開催にあたり想定していなかった苦労や不安
もありましたが、昨年よりも来場者数は100名程増え
ていました！季節柄行事が多い中”お祭りをはしごし
て来たよ”、“土曜日は家庭の事情で参加できなかった
が初めて参加できた“など、嬉しいお言葉を沢山頂き
ました。
模擬店の店舗数は増え、人気の店舗には長蛇の列が
できていました。価格も安くお小遣いを握りしめたお
子さん達も購入しやすく、お友達とゲーム等に参加さ
れており、とても嬉しく感じました。
昨年度の反省を活かして食数を増やしましたが、そ
れでも追いつかず早々に売り切れてしまった所もあ
り、引き続き来年の課題となりました。

ステージは昨年よりも拡大し、地域のみなさまと
患者様や職員が趣向を凝らしたステージを行なって
頂き大盛況となりました。
退職した職員も遊びに来ており、共和会の良さが
出ていたのではないかと思いました。
みなさまのご協力があって、てんてん祭りは開催
できています。本当にありがとうございました！

てんてん祭り実行委員長　津村桃子
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イベントや飲食出店も多種多彩！

表紙の写真：坂口 晃平 様
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ラーメン、枝豆、クッキー、パンなどの飲食店や、小
物販売、バザー、デイケアの宣伝、患者様のアート作
品展示など多様な企画が並びました。
大人から子供まで多くの方々が共和病院に来院して
くださり、笑顔で楽しんでくださる姿がとても印象深
かったです。
また、今年は病院内にて「愛知こどもホスピスプロ
ジェクトを応援する会・おおぶ」より、レモネードス
タンドが出店されました。店舗のスタッフが外の会場

2024年10月20日　第13回共和病院文化祭「てんて
ん祭り」を開催しました。
昨年７年ぶりに復活し大盛況でしたが、今回は初の
日曜日開催とさせて頂きました。
前日の豪雨はどこへやら…当日は天候に恵まれ無事
開催ができました。
日曜日開催にあたり想定していなかった苦労や不安
もありましたが、昨年よりも来場者数は100名程増え
ていました！季節柄行事が多い中”お祭りをはしごし
て来たよ”、“土曜日は家庭の事情で参加できなかった
が初めて参加できた“など、嬉しいお言葉を沢山頂き
ました。
模擬店の店舗数は増え、人気の店舗には長蛇の列が
できていました。価格も安くお小遣いを握りしめたお
子さん達も購入しやすく、お友達とゲーム等に参加さ
れており、とても嬉しく感じました。
昨年度の反省を活かして食数を増やしましたが、そ
れでも追いつかず早々に売り切れてしまった所もあ
り、引き続き来年の課題となりました。

ステージは昨年よりも拡大し、地域のみなさまと
患者様や職員が趣向を凝らしたステージを行なって
頂き大盛況となりました。
退職した職員も遊びに来ており、共和会の良さが
出ていたのではないかと思いました。
みなさまのご協力があって、てんてん祭りは開催
できています。本当にありがとうございました！

てんてん祭り実行委員長　津村桃子
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イベントや飲食出店も多種多彩！

表紙の写真：坂口 晃平 様



３月１日(土) 第16回 共和会研究発表会を開催します。
詳細が決まりしだい当法人HP等でお知らせします。

お 知 ら せ

てんてん祭りのステージは、昨年と位置
が変わりまた違った雰囲気での開催となり
ました！
オープニングを飾ったのは当院の会長や他

病院の職員の方のバンド演奏です。
昨年もご参加下さった大府南中学校吹奏楽

部の皆さんの演奏は昨年よりパワーアップし
ており、圧巻の演奏でした。クラウンチョク
さんのバルーンショーは、一緒に踊ったり
歌ったり子供たちに大人気でした。ドッグダ
ンスは２匹のわんちゃんがこの日のために練
習したトリックを披露してくれました。当院
に入院されている患者様のピアノ演奏は、こ
の日の為に半年間練習をして下さったとのこ
とで、どこか余裕も見られる程の完成度でし
た。当院職員によるバンド演奏やブレイクダ
ンスは、普段とは又違う一面を垣間見ること
が出来ました。築地 VOW＆JS によるゴスペ

特定医療法人共和会
理事長 山本 直彦

大賑わいのステージ大賑わいのステージ大賑わいのステージ大賑わいのステージ大賑わいのステージ大賑わいのステージ大賑わいのステージ大賑わいのステージ大賑わいのステージ大賑わいのステージ大賑わいのステージ大賑わいのステージ

ルコーラスは、ステージに引き込まれる様な MC で会場が釘付けとなっている
なかで、有名な曲からゴスペルの本場の曲を聴くことが出来ました。民舞研究
「舞」の皆様の越中おわら節と三線の演奏は皆さんと円になって踊り、日本の伝
統文化に触れることが出来ました。
最後は当院の職員とダンス仲間たちによるダンスバトル！手に汗握る大迫力
のダンスで、観客の皆さんの視線を一身に集めていました。　今回のステージも、
たくさんの方にご協力を頂くことが出来ました。この場を借りてお礼申し上げ
ます。

てんてん祭り実行委員　ステージ担当　坂治良樹

謹賀新年
～10年の振り返りと2025年問題～

新年、明けましておめでとうございます。
2015年４月に理事長に就任し、今年３月でちょうど

10年が経ちます。この10年を振り返ると、先ず第１に、
共和会60周年記念事業として新病棟が完成されたこと
であります。就任当初からボトムアップ型の運営を心
がけていましたので職員参加型の建築委員会を設置し
て、現場の声を聞き取りながら将来の病院のあり方を
議論し、国の改定に適応できるようにフレキシブルな
設計の下、関係者の皆さんのお陰で５年後の2020年
に完成と相成りました。この間、建築費の関係から規
模を縮小する案もありましたが、2020年に予定されて
いた東京オリンピック開催後に起きる建築資材や人件
費の高騰が予想されたため、計画通り進めていきまし
た。昨今では異常なまでの建築費の高騰により病院の
増改築がままならない状況を考えると予定通り進めて
良かったと思っています。また、病院前に広く駐車場
が出来た事で巡回バスの乗り入れが可能となりました。
第２に、国の方針として精神科病院の病床削減が叫
ばれる中で、当初から精神科領域における地域包括シ
ステムの構築が必須と考え、その手始めとして精神科
訪問看護ステーションの開設を推し進めました。現在
は５事業所にまで展開し、地域医療に大きな貢献をし
てくれています。

第３は、何と言っても新型コロナウイルスの到来で
した。図らずも院長を兼任していましたので、感染拡
大防止としての病棟閉鎖と病院経営との狭間で苦慮し、
流行当初、入院患者さんの中でコロナの感染の疑いが
みられた時は眠れない夜を明かした事を今でも忘れら
れません。一方で、感染蔓延時、身を挺して感染者の
ケアにあたり、感染対策に奮闘してくれた職員には心
より敬意と感謝を致したいと思います。
さて、問題は今後の10年ですが、昨年は診療報酬、
介護報酬などの改定がなされ、団塊の世代が全て75
歳以上となる2025年問題に向けた地域医療構想や医
療計画とともに、働き方改革や人材不足が重なり、特
に民間医療機関においては経営の危機とまで言われて
います。今後、さらに高齢化と人口減少が進み、2040
年には65歳以上の人口が全体の約35％になると推計
されており、雇用対策として最近では定年制を廃止し
たり、働ける高齢者を新規に採用する会社も増えてき
ています。今後はICTの活用やDXを屈指しながら、高
齢化や人口減少に対する柔軟な雇用対策と既成概念に
とらわれない医療経営が今後に課せられた重要な課題
と思われます。
引き続き、皆様方のご支援を賜りますようよろしくお

願いします。

2025年 新春号

まごころをこめてやすらぎと癒しの提供
あなたの安心と希望ある地域生活の支援
それぞれの専門性を活かした
最良の医療・介護サービスの提供

内科・消化器内科・呼吸器内科・脳神経内科
精神科・心療内科・循環器内科・放射線科
リハビリテーション科・歯科

診療科目

●職員のチームワークと創造性が
高められる職場
●職員のレベルアップと仕事の充実が
感じられる職場
●職員の満足が皆様へ反映される職場

有松

桶狭間
（有松インター）


